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大阪府公館

	委員会での傍聴者の発言内容
（茨木市　江菅氏）

　茨木市在住の江菅と申します。この程度でよろしいでしょうか。今日、委員の皆さん方にはこの資料をお配りさせていただきました。事務局に無理を言って配っていただいたのですが。今までずっと議論を聞いていたのですが、ダムを造りたいという立場の人たちが作った資料を基にして議論するのは僕は不毛な議論だと思うのです。治水対策をゼロベースからスタートさせるのに、今更ダムの中止なんてよう言いませんというような人たちが作った資料で検討されるというのはちょっと時間の無駄遣いではないかと思っています。

　今日お配りした資料ですが、中ページですが、これは30年前の茨木市の広報です。右下を見ていただくと、安威川ダムの上流部で720m3/sになっているのですが、現在の計画は900m3/sです。だから、720m3/sだったらダムが本当にいるのかどうかというような思いも出てきますし、それから、洪水のシミュレーションにしても同時6カ所破堤するというシミュレーションが果たして現実的なのかどうか。とにかくダムを造らんがために出てきた資料で検討されるというのはもうそろそろやめていただければなと思っています。
　それと、もう一つぜひ入れていただきたいのは、ダムサイトは上町断層が動いたときに震度6強のゾーンに入っています。その辺の検討はどこもされていません。大阪府の危機管理室はシミュレーションのデータを出しておられますが、そういう部分についての検討が一切されておられないので、ぜひ今後審議されるのならその部分も入れて審議をお願いします。

（吹田市　千代延氏）

吹田市の千代延です。今日、委員会を聞いておりまして、どこへ行くかと思っておりましたが、本来の地先の安全度をまず明らかにして、その危険度Ⅲからどのように消していくかと、そういうプロセスになりそうなので、ここはまだ確認の必要があるかと思うのですが、その方向は良かったと思います。これに対して府の方から、本来は府民に危険度を示してどうのこうのとあるけれども、けれども、ダムの検証をと、そこで一足飛びに、本来の今日の基本高水を河道とダムにどう配分するかというところに飛んでしまっておりますが、委員会で今日の議論のように危険度を示して、その危険度Ⅲから消していくというそういう進め方になりました場合は、府の方はやはりそれに従っていただきたいということを要望しておきます。

以上です。

（京都市　今本氏）

京都市から来ました今本です。私は、今、日本の治水というのは大きな変わり目にある。これまでのような一定限度の洪水を河川に封じ込めるというものから、いかなる洪水も対象に流域全体で受け止める。言い換えますと、ダムによる治水からダムによらない治水に変わろうとしています。これは確実なことなのです。ただ、いつ変わるかとなりますと、例えば国交省の河川局は、今ある計画を終えてからにしようではないか。大阪府もそうです。今、二つあるダムの計画を終えてからそれにしよう。だって、その次ダムの計画はないからです。それはそれでいいのですが、それに対してそれでいいのですかと。ダムのメリット、便益というのは、例えば安威川ダムですと100年に1回の雨よりももっと大きな雨が降ればゼロなのです。ダムというのはそういうものなのです。そこを考えていこうということですので、この委員会はぜひしっかり治水の在り方のところから議論していただければと思います。

　それから、今日聞いていて非常に気になったのは言葉遣いです。大阪府は盛んに「ワンフロー」と言いますが、あんな言い方はありません。ほかでは通用しません。単なるワンパターンではないですか。ワンパターンというのはあまりにも恥ずかしくてワンフローと言い換えているとしたら、これはちょっとおかしい。

　それから、もう一つ、資料の図の10を見せていただけますか。資料の図の10は流量配分です。これを見ておかしいと思ってほしいのです。ちょっと2分超えたようなのですが、これはぜひきちんと考えてください。10です。この流量は、安威川ダムで調整しているのが900m3/s入ってきたのが250m3/sです。650m3/sです。それより下流は1600m3/sを850m3/sにしている。750m3/sのです。なぜ650m3/sを調整したら750m3/sも減るのですか。これはうそっぱちです。これは丸め誤差といいまして、大阪府は50m3/s単位で全部丸めるのが好きなのです。しかし、こんな表を出したら恥ずかしいですよ。これはよくもう一度検討してください。

　それから、もう一つ、道奥さんが有識者会議でいろいろな結論を出されたようなことを言われていましたが、有識者会議は治水の在り方についての議論をしているだけで、どちらの方向というのは出していませんので、まだ結論も出ていない委員会ですが、有識者会議が出した方向というのはありませんので、よろしくお願いします。

（茨木市　畑中氏）

茨木の畑中です。今から25年前に土室川分水路計画というものが発表されまして、これは開発に伴う他の水系の水を安威川に持ってくるという計画が発表されたときに茨木市民の中で大問題になりました。そのときに大阪府は、安威川の本川というのは昭和42年の雨では大正川合流点までで830m3/sだから、そのときのいわゆる大正川の合流点の流下能力は不等流計算で0.6の余裕高で1000m3/s、それから、余裕高なしの等流計算では1600m3/sという数字を示して、だから、安威川というのは相当安全なのだと、土室川分水路をやっていることで安全だという説明をしました。

　私が知りたいのは、100年確率のときの数字もそうなのですが、今、昭和42年の降雨が降ったとしたら、今現在、内水も含めて、その当時は830m3/sという数字で安全だということなのですが、比較するとどんな状況になるのか。それから、いわゆる流下能力といいましても、先ほど言いましたように、この1250m3/sとか書いていますが、これも数字でものすごく幅がある状況の中で、実際にそうしたら堤防の強化その他を最大限やったら本当に流下能力は科学的に見て何m3/sまでいけるのかということも含めて考えて、流域の住民が全体として地先の安全度というものを理解する上で理解しやすいようなデータも含めて出していただければ大変ありがたいということを申し上げておきたいと思います。

　以上です。

意見記入用紙に書かれた意見
（箕面市　増田氏）

〈意見〉

　知事が「新しい治水を大阪から」と言ったことはどうなったのか。

　今日の説明もダムをつくるためのものでしかない。

　知事は結局大ぶろしきを広げたけど新しいものは何もなく、古い政治に後もどり、これで府民の命は守れるのか！！

　新しい治水とは「どんな雨が降っても命は守る」なんです。

　再考をもとめる！！

　　　




